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生誕130年を迎えた童話作家
小川未明の初の個人書誌

●明治・大正・昭和の半世紀にわたって活躍した童話作家・
小川未明の本格的な個人書誌です。

●新発見の作品を含む全童話1,183作品の初出、あらすじ、
収録図書を発表年月順に掲載。童話集・童話全集210冊
の書誌事項と収録作品、研究・参考文献、年譜、未明
の生涯と作品の特色がわかる概説も収録しています。

●作品名、書名・掲載紙誌名、人名から引ける「索引」付き。

「概説」より

…未明は、昭和36（1961）年、79歳で生涯をとじるまでの間、
小説や童話、小品、随筆、評論等を書きつづけた。未明が
世に送り出した童話の数だけに限っても、1183編にのぼる。
日本の童話作家のなかで、約1200編に及ぶ童話を、50年の
長きにわたり、孜々として書きつづけた作家が他にいるだ
ろうか。いずれの童話も童話作品として一定の水準を保っ
ている。未明童話の森に入ってみると、その面白さが分かる。
未明という人間の大きさ、彼が指ししめそうとしたものに
出会うことができる。…

小川未明　おがわ・みめい

童話作家・小説家　1882～1961
明治15年4月、新潟県上越市生まれ。本名小川健作。雪深
い北国の自然の中が、未明文学のロマンチシズムを育んだ。
上京後、早稲田大学で坪内逍遥やラフカディオ・ハーン
の影響を受け、小説「漂浪児」で作家デビュー。大正期に
入り、二人の愛児を病気で亡くした体験が、未明の目を
貧しい人々や弱い子供たちへ注がせた。大正期末まで小
説と童話を精力的に書き続けたが、昭和期に入ると童話
に専心した。「金の輪」「野ばら」「赤い　燭と人魚」「月夜と
眼鏡」等の芸術性の高い童話の他、社会主義時代の童話、
生活童話、戦争童話、戦後のヒューマニズム童話など、
昭和36年5月に79歳で生涯をとじるまでの間、未明が世に
送り出した童話の数は約1200編に及ぶ。
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